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自治体における
休職者の
状況・背景

・令和５年度における、精神疾患による病気休職者（以下、「休職者」）数は100名、在籍者に占める精神疾患による休職者
の割合（以下、「休職率」）は1.21％。全国平均の0.77％を上回り、政令市でワースト２位。

・年代別でみると、20代の休職率が一番高く、1.55％、次いで50代以上が1.50％。年代別×性別でみると、「20代×女性」
の休職率が一番高く、2.33％となっており、他のセクションと比較して非常に高い数値となっている。

・校種別でみると、特別支援学校が一番高く、1.81％、小学校・中学校と比べ、0.5～0.6ポイント高い。令和５年度に実施
した「メンタルヘルス対策強化に向けた全教員向けアンケート」において、メンタル不調の要因について調査したところ、
高い順に「業務負担過多」「保護者への対応」「対処困難な児童・生徒への対応」との結果であったが、特別支援学校に
限定すると、「人間関係（同僚）」が一番高いという結果であった。

●若手教員の休職

・20代の若手教員のメンタル不調の要因は、高い順に「業務負
担過多」「対処困難な児童・生徒への対応」「保護者への対
応」であり、慣れない業務のなかで、量的な負担に対応でき
ないことで、不調に陥るケースが多いと想定される。

・また、特に20代女性教員の休職率が高い点については、上記
の若手教員の側面に加えて、女性特有の健康課題による不調
やそれらに対する職場での理解が進んでいないことなども要
因のひとつとして考えられる。

●特別支援学校教員の休職

・特別支援学校の特徴として、教員以外にも様々な専門職が配
置され、分業化・専門化していること、複数担任制が基本で
あることなどが挙げられる。このような人間関係の複雑さが、
メンタル不調に陥る要因として働いていると考えられる。

・加えて、新規採用や他校種からの異動だけではなく、同じ特
別支援学校であっても障害種別により指導内容も異なるなど、
環境の変化に直面することが多いことも要因のひとつと考え
らえる。

令和５年度に引き続き、休職者数が多い小学校を対象に保健師による休
職者フォロー等を実施するとともに、休職率の高い特別支援学校に対して
産業保健専門職による各校個別支援を実施する。また、アプリを活用した
セルフケアを全年代に拡充し、セルフケアに対するニーズや課題を明らか
にするとともに、令和６年度から新たに事務局に配置した保健師による相
談窓口の設置や新規採用教員を対象とした面談の実施、管理職向けのライ
ンケア研修や女性特有の健康課題に関するヘルスリテラシー向上研修など、
各予防のフェーズに応じた取組みを実施する。
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令和６年度の取組事項と成果 ー１次予防についてー

令和６年度の取組内容 取組による成果

取組に当たって直面した課題、工夫した点

●一般教員向けセルフケア研修【委託先：emol株式会社】
 セルフケアの重要性・認知行動療法のポイントなどを中心とした
動画、アプリのセルフケアプログラム実践に関する動画の２部構成
でアプリの利用促進にもつながるオンデマンド研修を実施
（所要時間：約10分）

●アプリを活用したセルフケア【委託先：emol株式会社】
 アプリを活用して、ストレスに対応するスキルを身につけるための
認知行動療法を学習・実践していくメンタルセルフケアプログラム
を実施
 プログラムは全６パート、各パート学習セッションと実践セッショ
ンから構成されており、１パート約20分
（所要時間：約２時間）

●一般教員向けセルフケア研修
 受講者数：494名（3/6時点）
【研修感想】
・ストレスと向き合う良いきっかけとなり、自分でストレスを改善、
コントロールする力を身に着けることが大切だと感じた。

・日々の仕事でストレスをためすぎず、そのためにも考え方や行
動を変化させ、プライベートの時間なども充実させることが重要
だと感じた。

●アプリを活用したセルフケア
 セルフケアプログラムの登録者 302名（3/6時点）
（LINEからの登録219名、WEBからの登録83名）
 年齢別にみると、50代が全体の36％（109名）で一番多い。
 抑うつ状態・不安症状を評価する値やプレゼンティーズム
（生産性が低い状態）の値について改善が見られた。（n=3名）

課題①：アプリ利用開始までのハードル
課題②：アプリ利用継続のハードル ※R5年度は、想定よりもアプリ利用申込者が少なく、かつ、アプリ完遂率も低かった

≪課題①に対する工夫≫
・対象者を拡充（20代若手教員→全教員）するとともに、手軽に登録ができるように、WEB申込みに加えてLINE申込みを導入
・アプリ利用前後のアンケートの内容を簡略化、かつ任意でのアンケートに変更
→申込件数：R5_102件 → R6_302件

≪課題②に対する工夫≫
・プログラム数について、全13パートから全６パートに縮小
・LINEからの申込者については、LINEで個別に利用促進のためのリマインドを実施
→アプリ完遂率：R5_19％ → R6_36％

※アンケートについては利用前後のアンケートを任意としたため、回答数が少なく、スコアの改善効果について、有意差は認められなかった。
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令和６年度の取組事項と成果 ー１次予防についてー

令和６年度の取組内容 取組による成果

取組に当たって直面した課題、工夫した点

●特別支援学校を対象とした職場環境改善支援
【委託先：SOMPOヘルスサポート株式会社】

①各校個別の課題や状況を確認するため、管理職を対象とした
ヒアリングを実施

②新規採用教員を含む若手教員・メンタル不調者・異動者などを
対象とした面談を実施

③ヘルスリテラシー向上のため、メンタルヘルス研修（対面・動画）
を実施

教職員全体で、ヘルスリテラシーの向上を図り、相談しあえる
 職場環境づくりを目指す

①課題の把握
 教員以外にも様々な専門職が配置されており、分業化・専門
化をしていること、複数担任制が基本であることから横の連
携が特に求められ、他教職員との人間関係の悩みが多い。
 障害種別によって指導内容が大きく異なり、他校種に比べ環
境の変化に直面しやすい。

②面談実績
 延べ面談実績：44件
（内訳）新規採用教員 ：17件  若手・異動者：6件

不調者・復職者：8件 希望者 ：13件

③研修実績
 対面研修（アンガーマネジメント・エゴグラム）：2校
 動画研修（アンガーマネジメント・エゴグラム）：3校

課題① ワークショップ型の研修のための時間の確保
課題② 面談実施後の効果検証の手法

≪課題①に対する工夫≫
・教職員参加型で対面の研修を実施し、コミュニケーションを図るきっかけとするため、可能な学校については、職員会議の時間を研修に
充てるなどの工夫を実施

・どうしても時間の確保が困難な学校については、冬休みの期間を利用した動画研修を実施
≪課題②に対する工夫≫
・研修後のアンケートに加え、管理職に対し事業実施後のヒアリングを実施

≪その他実施にあたっての工夫≫
・研修の内容は、事前に産業保健専門職と管理職とが面談を実施し、そのヒアリングを基に当該学校の教職員に特化した内容で実施
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令和６年度の取組事項と成果 ー１次予防についてー

令和６年度の取組内容 取組による成果

取組に当たって直面した課題、工夫した点

管理職向け研修【教育委員会事務局】

●ラインケア研修
 部下のメンタルヘルス不調に気付く方法や、適切な声掛けのポイ
ント、休職者への対応など、ラインケアの基礎について学ぶ動画
研修を実施（約10分）

●女性特有の健康課題に関するヘルスリテラシー向上研修
 女性特有の健康課題に関する知識や、健康課題を抱える方への
適切な対応方法について学ぶ動画研修を実施（約10分）

●ラインケア研修
 受講者数：251名

【研修感想】
・部下への傾聴の仕方や声掛けについて、具体的な例示がなされており、
わかりやすかった。

・仕事量の調整や相談に乗ることはできるが、心の専門家ではないので、
「ここに相談してみたら」と言える場所があるのは心強い。

・相談しやすい管理職であるためにも、いつも元気で笑顔でいることが
大事だと感じた。自分自身のケアも心掛けたい。

●女性特有の健康課題に関するヘルスリテラシ―向上研修
 受講者数：238名

【研修感想】
・女性の健康問題が月経ひとつを例に挙げても一人一人症状が大きく異な
るとのこと、自分の理解が浅かったことに気が付けた。

・「女性が働きやすい職場は、男女ともに働きやすい職場につながる」と
いう言葉が、職場環境を整えていく上で伝えやすくわかりやすい言葉だ
と感じた。

・生理痛や更年期を職場で口にしにくいので、このような研修をしていた
だけることは画期的なことだと思う。男性、女性ともにお互いのことを
理解し、気持ちよく働ける社会でありたい。

課題① 研修内容の精査

≪課題①に対する工夫≫
・研修動画については、事務局職員が直接作成を行っており、内容については、厚生労働省の「こころの耳」及び「働く女性の心とからだの
応援サイト」に掲載されている情報も参考に作成した。

・学校現場の管理職として、メンタル不調等を抱えた部下への対応がイメージしやすいよう、一般的な内容だけではなく、学校現場に置き
換えた内容も掲載することで、知識を身に付けるだけではなく、管理職の行動変容を促すことができるような内容とした。

・集中して研修を受講できるよう、動画は10分程度でコンパクトにまとめ、かつBGMやアニメーションなど、飽きさせない工夫を凝らした。
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令和６年度の取組事項と成果 ー２次予防についてー

令和６年度の取組内容 取組による成果

取組に当たって直面した課題、工夫した点

教職員専用相談窓口
●事務局保健師による「こころと身体の健康相談窓口」

【教育委員会事務局】
 教職員専用の「こころと身体の健康相談窓口」を開設し、
随時、相談受付を実施（R6.5月開設）

●専門医によるオンライン相談窓口【委託先：株式会社Avenir】
 夜間・休日も対応可能な専門医によるオンライン相談窓口を開設
（R6.10月開設/対象：小学校）

●事務局保健師による「こころと身体の健康相談窓口」
 相談者82名、延べ相談件数188件（2月末時点）
 対面や電話相談に加え、直接保健師が学校園を訪問し面談を実
施する出張相談も実施
 事務局保健師による相談窓口・専門医によるオンライン相談窓
口の認知度アンケートを実施（対象：小学校 n=1,269名）

●専門医によるオンライン相談窓口
 利用実績なし

❚事務局保健師による相談窓口 ❚専門医によるオンライン相談窓口

（参考）アンケート結果概要

課題① 相談窓口の利用促進

≪課題①に対する工夫≫
・専門医によるオンライン相談窓口の利用実績がなく、利用に至らなかった理由を含め確認するため、認知度アンケートを実施
・次年度以降の相談窓口の体制や手法（ツール）についての検討を実施
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令和６年度の取組事項と成果 ー２次予防についてー

令和６年度の取組内容 取組による成果

取組に当たって直面した課題、工夫した点

●新規採用教員向け面談

①対象：小学校教員【教育委員会事務局】
 教員歴のない新規採用教員を対象に、事務局保健師による面談
（オンライン）を実施

②対象：特別支援学校教員【委託先：SOMPOヘルスサポート株式会社】
 職場環境改善支援の一環として、教員歴のない新規採用教員を
対象に、産業保健専門職による面談（対面）を実施

①面談実績（小学校）
【期間】10/22-1/30（15：30-17：00の間で実施）
【対象】87名
 本人の同意の上、学校長・事務局人事担当者との情報共有・連携
を行うとともに、面談内で相談窓口の周知を行い、保健師との顔
の見える関係を構築

（参考）事後措置
・学校管理職との連携 ４名（身体面、精神面のサポートと見守り依頼）
・人事担当者との連携 10名（仕事・対人関係の困りごと、時間外勤務、

コミュニケーションや態度）
・保健師継続フォロー ２名（体調確認、受診確認）

【期間】8/20-8/29②面談実績（特別支援学校）

【対象】17名（再掲）
 面談の中で、ストレス要因を把握するとともに、要因に応じた支
援を実施

課題① 実施時期・時間帯

≪課題①に対する工夫≫
・本来業務に影響のないよう、面談については、放課後の時間帯（15:30-17:00）で設定
・面談の中で、「１学期からメンタル不調を抱えていた」「３月末で退職を考えている」などの声もあり、次年度からは早期に保健師が介入
できるよう、１学期～夏休み頃から面談を実施予定
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令和６年度の取組事項と成果 ー３次予防についてー

令和６年度の取組内容 取組による成果

取組に当たって直面した課題、工夫した点

●小学校を対象とした総合的な休職者支援
【委託先：株式会社Avenir】

①保健師による定期面談
 休職者に対し、産業保健師がオンラインまたは電話にて定期的に
面談を実施するとともに、休職要因のヒアリングを実施
※1月以降の新規休職者については、4月以降の継続フォローの
観点から、事務局保健師による面談を実施

②オンラインリワーク
 復職後の再発防止の観点から、自己理解（特に認知のゆがみや性
格）を深め、セルフケアを身に付けるためのリワークプログラム
（オンライン）を実施

③専門医による復職前面談
 復職の意向がある休職者に対し、専門医面談（オンライン）
にて、復職が可能な状態かどうか等の確認を実施

①保健師による定期面談
 面談者28名（Avenir18名、事務局10名）（2/28時点）
 休職者へのヒアリングにより、休職要因を把握

②オンラインリワーク
 利用者４名

【リワーク事例】
周囲へ相談できず一人で抱え込んでしまう
  なぜ相談できないのかを分析し、言語化する対処法を実践
  完璧思考が自分自身を追い込んでしまっていることに気づき、
 柔軟な考え方が身に付いた。

③専門医による復職前面談
 利用者９名

（専門医所感）
・症状がまだ回復していないにも関わらず、「４月を逃すといつ復帰でき
るかわからない。４月に戻らなければならない。」と本人が思い、無理
をして復職を目指すケースがある。

・本人の回復状況に応じた復職タイミングの設定を要検討。

課題① 休職者対応における学校長への依存度の高さ
課題② 復職後のフォロー継続も含めた休復職支援の在り方

≪課題①に対する工夫≫
・従前、休職者に対しては、学校長が定期的な面談を実施し、状況の把握を行っていたが、休職者対応が学校長自身の大きな負担となって
いることや、休職者との面談の中でできるだけ早く復職してほしいという無意識のバイアスがかかり、休職者にとって負担となる可能性
があることなどから、休職者対応を学校長ではなく、保健師が実施し、本人の同意を得た上で、学校長に情報を共有した。

≪課題②に対する工夫≫
・人間関係の悪化が休職の要因である場合や、プレ出勤において事務局担当課との密な連携が必要な場合などもあり、適宜関係部署との
に情報共有を行うなど、連携を図った。復職後のフォロー継続も踏まえると、休復職支援については、全面的に内製化を図ることも含め、
今後検討が必要。
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事業の成果まとめ

令和６年度の取組による成果まとめ

事業を通して認識した更なる課題とその対応
❚一次予防
（課題）メンタルヘルス対策の重要性・必要性について、認識に差があり、ヘルスリテラシーの向上・底上げを図る必要がある。
（対応）ヘルスリテラシーの向上に資する施策を一年を通して、定期的に提供することで、メンタルヘルス対策に触れる機会を増やす。

❚二次予防
（課題）不調を抱えていたとしても、相談窓口への相談に至らないケースが潜在している。
（対応）専門職による相談窓口の認知度をあげるとともに、より身近な存在として認識してもらい、相談しやすい環境を作る。

❚三次予防
（課題）休職者の対応に対する学校長への依存度が高い。
（対応）学校運営を考える学校長と、休職者の健康管理を支援する専門職との役割分担を明確化する。

一次予防 –未然防止- 二次予防 –早期発見・対応- 三次予防 –職場復帰支援-

取組

実施者

実績

セルフケア
（研修・アプリ） 職場環境改善支援

ラインケア・
リテラシー向上

相談窓口
（事務局）

相談窓口
（オンライン）

新規採用教員
面談

保健師による定期面談
オンラインリワーク

復職前面談

休復職支援
・管理職支援

emol
SOMPO

ヘルスサポート
教育委員会
事務局

教育委員会
事務局

教育委員会
事務局

教育委員会
事務局/SOMPO

Avenir
Avenir

（教育委員会事務局含む）

研修 ：494名
アプリ登録：302名
アプリ完遂：109名

面談実績： 44件
研修：対面 2校

動画 3校

ラインケア：251名
ヘルスリテラシー

向上：238名

相談者数：82名
相談件数：188件

相談件数：0件 面談人数
：小学校 87名
特支校 17名

（再掲）

保健師面談：28名
（うち事務局対応10名）

リワーク：4名
専門医面談：9名

保健師面談
：小学校 1名
中学校 2名
特支校 1名
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以下、参考資料
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●休職者に対する休職要因ヒアリング（R6.12.16時点）
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●休職者向け_休職支援リーフレット
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●メンタルセルフケアアプリ_リーフレット ●メンタルセルフケアアプリ_実施内容

●セルフケア研修
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●相談窓口案内リーフレット ●相談窓口案内カード
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●管理職向け_ラインケア研修
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●管理職向け_ヘルスリテラシ―向上研修（女性特有の健康課題）
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